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令和６年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立竹の塚中学校 

校長   宮地 豊 

１ 学校教育目標 
知・徳・体の調和のとれた、国際社会で信頼の得られる生徒の育成を目指し、次の目標を設定する。 

・深く考え進んで実践する 

・互いに尊重し平和な社会をつくる 

・豊かな心と健康な体をつくる 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 
・自ら学び、一人一人が目標をもって活動する学校＝「活力」ある学校 

・生徒との信頼関係を指導の基盤とする学校＝「笑顔」あふれる学校 

・保護者や地域から信頼され、愛される学校 

○児童・生徒像 
・自ら意欲をもって学ぶ生徒 

・自他を尊重し、思いやりのある生徒 

・何事にも進んで行動する生徒 

○教師像 
・生徒の人格を尊重し、使命感に燃える教師 

・常に向上心をもち、自らを高めようとする教師 

・一人一人の生徒に寄り添い、生徒の学力向上と能力開発に全力をつくす教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
【学校の現状】 

◎学校について［よさ］落ち着いた学習環境・生活環境の中で、教育活動・学校運営が行われている。［課題］安定した入学者数を確保する。 

◎生徒について［よさ］素朴で素直な生徒が多い。何事も一生懸命取り組む。［課題］基礎学力の定着と学習意欲の持続、家庭学習の習慣を身に付ける。 

◎教師について［よさ］一人一人の生徒に粘り強く丁寧な指導を行っている。［課題］若手リーダーの育成と授業改善を組織的に取り組む。 

◎保護者・地域について［よさ］地域は学校教育に対する支援・協力を惜しまない。［課題］PTA 活動等の参加を増やし、地域と連携して活動する。 

【前年度の成果と課題】 

●基礎学力の定着 

基礎学力が未定着の生徒に対する放課後補充教室・朝学習・3 教科の学習コンテスト・家庭学習等、個に応じた事後の取組みを丁寧に行ってきた。区

学力調査では、通過率 60.5％、正答率 62.9％であった。学力層の下位 C・D 層の割合を減らすことが課題であり、継続して定着度に応じた補充教室(AI

ドリル)等の取組を強化する。また、ICT 機器を活用した学習活動を推進し、情報活用能力の向上を図る。 

●小中連携 

学力向上策を重点とした「９年間を見据えた学びづくり」を積極的に行う。その成果や課題を共有し、地域から信頼される学校を創る。 

●心の教育の充実 

学校の一員・地域の一員としての自覚や責任の育成に向けて「心の教育」を重点に教育活動を推進する。生徒会の主体的な活動を中心に「いじめゼロ

宣言」等いじめ撲滅の取組を行った。今後も学校・家庭・地域と連携協力し、生徒と丁寧にかかわり信頼関係を重視した教育活動を実践する。 



 ２ 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R4 R5 R6 R7 R8 

１ 学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 小学校との連携＝「９年間を見据えた教育活動の接続」 ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 心の教育の充実 ○ ○ ○ ○ ○ 

４       
 

５ 令和６年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題 

達成度 
◎〇△● 

基礎学力の定着と向上を図る 

年度末到達度確認テスト 
：正答率 60％ 
(令和 6 年度区調査： 

通過率 60%) 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象学年 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 

１
継
続 

① 放 課 後

補充教室 

 

 

② サ マ ー

スクール 

・全学年 

・国語 

・数学 

・英語 

・社会 

・理科 

・授業理

解度：下

位及び中

位生徒、

希望生徒 

＜放課後＞ 

月～金まで 

20 分間 

15:40-16:00 

 

＜夏季休業

期間 7 日間＞ 

【目的】 

・学力下位・中位生徒

の基礎学力の定着 

【内容】 

・個々のつまずきに合

わせ個別指導 

【指導体制】 

・全教員 

・学習ボランティア 

【使用教材】 

・AI ドリル 

・プリント教材他 

・定期考査 

・区調査 

再活用:7 月 

・到達度確認

テスト:3月 

・課題分析 

（振り返り） 

確認テスト 

＜サマースク

ールで実施＞ 

確認テスト 

・区調査 

通過率 60％ 

 

・年度末到達度

確認テスト 

正答率 60％

以上 
   

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

 

自己評価の際に記入 



 ３ 

２
継
続 

③朝学習 

 

 

④学習コン

テスト 

・全学年 

・国語 

・数学 

・英語 

＜国数英＞ 

隔週実施 

8:30～8：40 

※国：朝読書 

の取組あり 

 

＜国数英＞

各科：30 分 

【目的】 

・基礎学力の定着 

【内容】 

・国・数・英：合格点

を学年ごとに設定 

【指導体制】 

・問題作成は教科担任

指導は学年ごと 

【使用教材】 

・AI ドリル 

・プリント教材他 

・各小テスト 

↓ 

・各科 

コンテスト 

・合格率 

国語 80％以上 

数学 80％以上 

英語 80％以上 

   

３
継
続 

⑤ 家 庭 学

習 の 定 着

強化月間 

・全学年 

・全教科 

＜年 4 回＞ 

6 月・9 月 

11 月・2 月 

【目的】 

・基礎学力の定着 

【内容】 

・「家庭学習強化月間」 

・各教科→各教科でチ

ェック 

【指導体制】 

・全教員 

【使用教材】 

・各教科の教材他 

・AI ドリル 

・家庭学習の

定着取組 

 

・意識調査 

・意識調査「家

庭 学 習 に 毎

日 取 り 組 ん

でいる」80％

以上 

   

４
継
続 

「 検 証 と

対策」 

⑥ 授 業 力

向 上 と 授

業改善 

 

・全学年 

・全員 
＜毎日＞ 

【目的】 

・教員の授業力向上 

・「分かった」「できた」

が実感できる授業の

実践 

【内容】 

・生徒授業評価 

・管理職の授業観察に

よる指導・助言 

・ICT 機器を活用した

学習活動の推進（一

人一端末ﾀﾌﾞﾚｯﾄ活

用） 

・定期考査 

・区学力調査 

・小テスト 

・生徒の授業

評価 

・生徒の 

授業評価 

A｢わかりやすい｣ 

b「理解できる」

80％以上 

   

 

 

 

 

自己評価の際に記入 



 ４ 

 
 

重点的な取組事項－２ 小学校との連携＝「９年間を見据えた教育活動の接続」 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

・小学校との連携を通して、学習面や生活
面で成果が実感できる 

・小中合同研修会 年 7 回実施 
(合同研修会 年 4 回実施) 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

小中合同研修会の充

実 

・年 7 回の研修会 

↓ 

（合同研修会 4 回） 

・連携推進委員(校長･副校

長・教務主任・研究主任他 1

名）が連携を推進 

・教育課題について研修会の

実施 

   

近 隣 小 学 校 や 保 護
者・地域への広報活
動の充実 

・小学生向けの学校だよ

り発行：年３回 

・地域・保護者の肯定的

評価：80% 

・生徒会による学校紹介ビデ

オ制作他 

・近隣小学生向け学校だより

発行（6 月･9 月･2 月） 

・ホームページの更新を月４

回以上行い、学校の様子を

発信 

   

 
 
 

重点的な取組事項－３ 心の教育の充実 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

・自尊感情を育成し、成就感・達成感を高
める。 

・人権を尊重する意識の向上 

・意識調査「先生や友人から認められ
ている」「人に思いやりの気持ちを
もって接している」肯定的回答
80％以上 

 

  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

 

 

自己評価の際に記入 

 

 
自己評価の際に記入 

 

 
自己評価の際に記入 
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人 権 に か か わ る 指

導・対応、いじめ防

止の指導の充実 

・教員及び生徒の人権に

関する肯定的な評価

が 80％以上 

・生徒会が主体となるいじめ

未然防止の取組み（アンケ

ート年 3 回など）を実施 

・道徳科ローテーション授業

を実施 

・人権やいじめに関する校内

研修を年 2 回以上実施 

・１２月に人権月間を実施し

人権への理解を深める。 

   

ボランティア活動の

推進 

・一人１ボランティア参
加 

・生徒、保護者、地域の
肯定的評価 80% 

・保護者や地域と連携し、活
動場所を確保する。 

・生徒会活動の一環の取組と
計画的・組織的に行う。 

   

特別活動（生徒会）

の充実 

・各学級一人一役の係と 

して関与。生徒の肯定 

的な回答 80%以上 

・各学級で一人一役の係をも

ち、係活動を通して達成感

や充実感をもたせる。 

・生徒と教員が互いに挨拶を

交わし、日常の活動を認め

合う。 

   

 

６ まとめ 
（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入 

 

 

 

 

 

自己評価の際に記入します。 

経営計画の策定段階では、このページは行数を減らし

て圧縮したり、ページ自体を削除したりした上で、公

表していただいても差し支えありません。 
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（３）その他（学校教育活動全般について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


